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消
防
署
か
ら
お
願
い

問 

危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９
）

正
し
い
暖
房
機
器
の
取
り
扱
い
を

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
暖
房
機
器

を
使
用
す
る
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
正

し
い
使
い
方
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▽
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
た

り
、
近
く
に
紙
や
衣
類
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
暖
房
機
器
の
近
く
で
は
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
引
火
の
危
険
が
あ
る
も
の
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え

た
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
給
油
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
自
動
車
・
救
急
自
動
車
の
緊
急

通
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
な
ど
の

緊
急
自
動
車
は
、
消
火
活
動
や
傷
病
者

の
搬
送
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
用
務
を

行
う
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
法
で
、
赤

信
号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と
な

ど
の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
運

転
中
に
緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た

場
合
は
、
進
路
を
譲
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

緊
急
通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
で
は
、
緊
急
自

動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
の
対
応

が
、次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
交
差
点
や
そ
の
付
近
で
は　

交
差
点

を
避
け
、
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
一

時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
交
差
点
や
そ
の
付
近
以
外
で
は　

道

路
の
左
側
に
寄
っ
て
、
進
路
を
譲
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ

豊
科
消
防
署　

 

72
・
３
１
４
５

穂
高
消
防
署　

 

82
・
３
２
６
２

梓
川
消
防
署　

 

78
・
２
０
９
０

明
科
消
防
署　

 

62
・
２
９
９
２

不
用
家
電
無
料
回
収
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

問 

廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０　

72
・
３
１
７
６
）

　

市
内
の
各
家
庭
に
「
不
用
家
電 
無

料
回
収
の
お
知
ら
せ
」
の
チ
ラ
シ
が
配

布
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
回

収
業
者
は
市
の
許
可
業
者
で
は
な
い
た

め
、
無
料
で
回
収
を
う
た
い
な
が
ら
、

高
額
な
処
理
料
金
を
請
求
さ
れ
る
事
例

や
、
回
収
し
た
物
品
を
適
正
に
処
理
を

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
点　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
は
原
則
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
品
で
あ
り
、
無
料
で
は
回
収
で
き

ま
せ
ん
。

※
不
用
品
の
処
分
、
ご
み
・
資
源
物
の

分
別
、処
分
の
方
法
等
は
、「
資
源
物
・

ご
み
出
し
方
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

悪
質
な
手
口
に
気
を
付
け
よ
う
！

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

悪
質
商
法
の
被
害
者
に
は
、
高
齢
者

と
と
も
に
若
者
の
割
合
も
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
り
、

被
害
に
遭
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
警
察

な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

好
奇
心
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
閲
覧

し
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
勝
手
に
登
録
さ

れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
。
利

用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
請
求
画
面
を
消
す
に
は
、

Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー　

 
71
・
２
１
０
０

安
曇
野
警
察
署　

 
72
・
０
１
１
０

富
田
橋　

全
面
通
行
止
め

問 

監
理
課
国
県
事
業
推
進
担
当

（

71
・
２
３
３
２　

72
・
３
５
６
９
）

　

一
般
県
道
小
岩
岳
穂
高
（
停
）
線　

富
田
橋
（
穂
高
）
の
橋
梁
補
修
工
事
に

伴
い
、
富
田
橋
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

●
全
面
通
行
止
め
期
間　

11
月
30
日

（
月
）
〜
平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

県
安
曇
野
建
設
事
務

所
維
持
管
理
課
維
持
係

　

 

72
・
８
８
８
０

※
詳
細
は
、
県
安
曇
野
建
設
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

azum
iken/index.htm

l

　

歩
行
者
・
自
転
車
は
富
田
橋
以
外

の
県
道
小
岩
岳
穂
高
（
停
）
線
、
市
道

穂
高
１
級
10
号
線
お
よ
び
、
市
道
穂
高

２
０
０
号
線
を
通
行
で
き
ま
す
の
で
、

現
地
の
案
内
に
従
っ
て
通
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
つ
い
て

問 

環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１　

72
・
３
１
７
６
）

　

ま
き
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
密
集
地
で
は
、
煙
突
の
位
置
や

高
さ
に
十
分
配
慮
し
、
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
湿
っ
た
ま
き
は
、
煙
や
に
お
い
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
ま
き
は
十
分
乾
燥

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
ま
き
以
外
の
も
の
は
、
燃
や
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
保
守
点
検
と
煙
突
清
掃

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

暴行・傷害等の犯罪被害者相談会下水道へ接続をしましょう

　県司法書士会では、暴行・傷害等の犯
罪被害によって、心や身体に大きな傷を
負った人からの電話無料相談を行います。

●日時　11 月 30 日（月）・12 月１日（火）
　　　　午後５時～８時
●電話番号　 0120・448・788

問県司法書士会広報担当　依田さん
　 0267・66・3567

　下水道を整備した地域では、下水道への接続や汲み取り便所
を３年以内に水洗便所に切り替えるよう下水道法で義務付けら
れています。接続工事は、市が指定した「排水設備指定工事店」
へ依頼してください。
　下水道供用開始の告示から３年以内に排水設備工事を行う場
合は、融資あっせんおよび利子補給制度を利用できます。詳し
くは、下水道課まで問い合わせください。

問下水道課維持管理担当　 71・3182　 72・3176

　チョウ類は昆虫の中でも最も生態研究が進
んでいるグループで、環境指標にも利用され
ています。市ではこれまでに136 種のチョウ
が確認されており、種類の多さは県内でもトッ
プクラスです。これは市内に高山帯を含む多
様な自然環境があることの証でもあります。
　このうち、EX（絶滅）またはCR＋EN（絶
滅危惧Ⅰ類）に該当するものは14 種ですが、
そのほとんどが草原を棲

す み か

家とするチョウです。
先人たちが維持、管理してきた草原の衰退が、
チョウたちの衰亡に繋がっているのです。

特徴
　翅

はね

の表が美しい瑠璃色をしたシジミチョ
ウ。食草であるマメ科のクララが自生する
良好な草原環境に生息します。幼虫はクラ
ラの花のつぼみしか食べないという偏食家
で、クララの自生地の減少が本種の衰退に
つながっています。
保護活動で復活
　1970 年代までは市内の各地域に生息して
いましたが、ほ場整備や河川整備などが進
むにつれて急速に数を減らし、1990 年代に
入ると絶滅寸前の状態となりました。その
後 20 年近く続けられてきた保護活動が実
り、国営公園などで自然発生のチョウが見
られるまでになりました。

（安曇野市教育委員会　那須野 雅好）

市のチョウ類

レッドデータブックから⑨
安曇野の重要な自然環境

給油中、その場を離れないで！！

　冬は、暖房機器の使用に伴う灯油の流出事故が多く発生します。灯油などの流出は火災の原因になるばかり
か、河川などに流入すると、水道資源の汚染や魚類・農作物などに被害を与える恐れがあり、発生原因者の責
任として原状回復の費用等の負担を求められることがあります。
▷給油中は、その場から絶対離れない
▷給油後は、しっかりバルブが閉まったか確認しましょう
▷ホームタンクや配管を定期的に点検しましょう
　灯油を流出させた場合や、流れているのを発見した場合は大至急、
　最寄りの消防署や市役所、地方事務所にご連絡ください。
問環境課環境保全担当（ 71・2491　 72・3176）
　※土日、祝日は 71・2000（代）へ
　松本地方事務所環境課（ 40・1941）

無料電話
相談

オオルリシジミ
（シジミチョウ科）
安曇野市では、絶滅危惧
Ⅰ類に選定。
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